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を
開
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田
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田
植
太
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植
木

に
な
る
と
赤
痢
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日
本
脳
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、
小
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ま
ひ
な
ど
の

病
を
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め
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食
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に
か
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．
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す
い
か
ら
皆
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し
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赤
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い
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発
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三
八
度
か
ら
四

0
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0

の
高
熟
と
な
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0

腹
痛
と
4

も
に
嘔
吐
や
下
痢
が

数
回
も
お
こ
る

0

便
に
は
粘
液
や
血
が
ま
じ
り
ぅ

み
も
ま
じ
る
こ
と
が
あ
る

Q

早
く
医
師
に
か
4

れ
ば
命
は
助

か
り
全
快
す
る

0

疫
痢
に
つ
い
て

C
-
}五
才
位
）

0

グ
ッ
タ
リ
し
て
急
に
元
気
が
な

く
な
る

0

ヒ
キ
ッ
ケ
た
り
気
が
遠
く
な
っ

た
り
す
る

0

発
病
後
一

0
時
聞
以
内
に
手
当

を
す
れ
ば
：
・
:
死
亡
率
一
五
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そ
れ
か
ら
五
時
間
お
く
れ
る
と
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死
亡
率
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0
%

0

日
本
脳
炎
に
つ
い
て
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急
に
三
九
~
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度
の
高

凶

0

意
識
を
失
い
ヒ
キ
ッ
ケ
る

oo `  

0
は
じ
ま
っ
た
保
険
料
納
付

国
民
年
金
の
保
険
料
納
入
は
さ
る

四
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
す
で

に
全
被
保
険
者
が
一

0
0％
完
納
と

ぃ
っ
た
部
落
が
相
当
出
来
ま
し
た
嚇

国
民
年
金
は
保
険
料
を
納
め
、
は
じ

め
て
将
来
の
所
得
保
障
が
得
ら
れ
る

の
で
す
。
月
、
百
円
、
百
五
十
円
と

云
っ
た
少
額
な
積
立
が
や
が
て
お
し

よ
せ
る
老
後
の
不
安
を
一
掃
し
朋
る

く
楽
し
い
生
活
を
送
ら
せ
ま
す
e

0
保
険
料
前
納
の
お
す
4

め

割
別
を
利
用
し
よ
う

納
入
開
始
以
来
現
在
ま
で
に
苧

さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

0
金
期
間
前
納
。
石
田
要
。

納

0
-＝
ヵ
年
前
納

佐
久
保
邦
澄
。
佐
久

0
ー
カ
年
前
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村
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春
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。

村

上

朝
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。

博

。

榊

原
徳
子
。
東
美
代
子
。
山
中
又
由

山
中
ミ
ツ
ル
。
和
気
マ
サ
。
和
気

道
子
。
沖
野
緑
。
沖
蜀
利
男
。
沖

野
輝
子
0
検
認
に
つ
い
て

本
月
は
四
月
。
五
月
。
六
月
分
の

l

l

一
カ
月
分
を
検
認
致
し
ま
す
。
部
落

長
さ
ん
は
部
落
内
の
手
帳
を
全
部
ま

と
め
て
役
場
へ
御
送
付
下
さ
い
。

0
手
帳
の
保
管
に
つ
い
て

役
場
で
預
か
る
物
は
部
落
内
全
部

又
は
完
納
を
行
っ
た
方
で

人
保
管
又
は
部
落

れ
で
も
よ
い
の
で

田
タ
キ
ヱ

種

め

゜

八
幡
浜
職
安
大
洲
出
張
所
で
は
職

紹
介
の
円
滑
化
を
期
す
る
た
め
に

月
一
回
巡
回
戦
業
相
談
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1

相
談
業
務
内
容

公
共
職
業
安
定
所
に
直
接
申
し
込

む
事
の
出
来
な
い
求
人
又
は
求
職

の
申
込
み
受
付
相
談
及
び

険
凋
係
の
相
談
、
そ
の
他

2

実
施
場
所
及
び
日

2
 年
令
十
八
才
¥
宜

但
し
男
子
に
限
る

5

期

間

概
ね
七
月
十
日
項
よ
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約
一

4

賃
金
及
び
労
働
時
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r
o
o
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円
ー
一
、
五

0
0
円

早
朝
よ
り
夜
間
九
時
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迄

5

職
安
大
洲
出
張
所
又
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へ

ま

い

80円一、 200円
牛約8,000円、豚約
かえり

て

い

る

畜

日

々

移
り
変
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
畜
産
に
よ

る
利
益
を
少
し
で
も

多
く
す
る
よ
う
本
年

度
よ
り
本
格
的
に
共

同
出
荷
及
び
導
入
を

開
始
す
る
遮
び
に
な

り
ま
し
た
の
で
御
活

用
下
さ
い
＂
肉
牛
、

肉
豚
の
出
荷
は
毎
週

月
曜
日
、
水
曜
日
で

す
。
尚
べ
ゎ
し
い
事

は
肱
川
農
協
畜
産
部
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催
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役
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ソ
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ゲ
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月
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町
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侭
お
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副

病
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岡

山
い
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刈
り
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労
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1
'
作
業
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い
草
刈
り
と
り
、
運
搬
、
染
付
、

あ
と
植
、
そ
の
他

五

月

―
一
日
水
稲
病
虫
害
防
除
講

開
催
於
岩
谷
小
学
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ゲ
ン
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ねはま ； -:; • .:; ◎ て l 
下目す只．9|自l＋昨 ◎を品お になで子自防故なとつ 1 幾に農出故が毒殺昨 ！ 
さ術°今 l 五年動水意木お物互逼しいす供宅除のい空た股 l楽注楽し死｀事・ 年う農 l 
い隊細自」衛|名 0..) のし材か、())路まよ IJがに作あこ瓶ら楽ホの意 0..) て亡今殴六中°薬 i 
愛部衛 I..rrJ Iで子 事てのな自逼をしう i餞服持業つとを｀をリ使す油お者年 二に の感言
媛に官 l官Iそ供 故下搬い転路広ょに楽毒つ中たに返貢使ド用る用りへに七名県 事 ； 
地つの l ，のの かさ出よ車でくう｀はしてに股 rょ納任ノっ 1とこ時ま目人二鬱内 故 ！ 
方い寡 1募l中水 らい作う‘す使°尊絶た帰 I装家っし者て）レ処と期す殺つ名記で を察 l 
連て集 の死 子，業に荷かい い対例つ楽(}.)てなは防，理 に，者てを梁底無 l 
絡はを l集|三事 供 はし車らま 人にがたをないけ必除パに な六ーも出使晨• く. i 

部町し 4 故 を こま‘‘し 叩家多 0)かかるれら作ラつ る月十すし用息に し か ！ 
で役て

I I 
！．名は 守 ‘0) し目勝ょ をにいをくにがばず業チい のか阻でま中・ょ編 ま l 

ぉ場ぉ が‘ る 点ょ動手う 大置ょ妻しは｀な残がオて でら名にしかな し I 
又り 救七 運 注う車に 切かうやて‘事ら液終ン 特はを事た中働目・ ょ ！ 

0． ・ら；
！ 

0 0 0 0四！申 0 0 0 

込受学資二 ょら効目を歩注方歩と自 遊棚ぽ人故のた小池幼年助 (l) | 
用付歴格等 う二く転利い意をい 1転雨びを｀家で能め学‘児令さ ．！ 
紙 陸 ＇ “ 人車車用てす見てス車の場つ野のあ刀の生海は別れ i 

/～‘・ 

旦； 9 塁塁；空＂｀／〗／ 三る 1し方と事方プ車交り供｀や に‘水寺ぽる五 i 

は六カ新満襴‘ ,.-・ 、乗にのしいるないリ ‘日をけ井近る過事は、野に四 お l 
町月を制の十海 ］ へ ．＂乗方まるこいるッ単の作子戸< °信故｀川つみ十 I 

多｝I
人事プょ l °かは は通まの貯道 よ中泳へ

に 1る卒 l士 ＼ ／フンし
し

乗゜レう安 ら傘．｛氏事した水路 る学水の野‘が
曹と名 願 1 

誓貰者喜 : /`多べ） ifま傘 1 全 ！や哀逮故ょめ池沿 水生浴転井穴死 I 
/- やをキ 色 運合。でもうににい 泳は中落戸オ・亡い

ま十 上 五 —.,., めさの ＾ 転羽 走多 Q 安はの 中｀禾事｀以・し
す五 の オ ＼S ましょ 黄 手で るし、 全謡野 の自熟故貯下た

°日学未 した＜ 色 は前 こ° なかつ 事己の‘水の“
、一

注右 3 2 1 を())しきク 当様週 で病減く い間月下にく流れと別るに
通射の出昭 同 の昭 ◎受乳たなワ予重に間潜あすつ罹年まにか火最五行得なでとよ脊 危し
知実該生和昭年昭出和昭予け児°曙ク防要飲で伏るるて患令すもらにも月はなりす麻る髄 竹：
書施当者三和九和生三和防さを生光チ法視食伝期傾こおし的゜相翌な多頃李いま°ひ伝性 灰は致者で十三月三者十三接せも后をンとさ物染は向とり年に 当年つくか節様すほ 0)染小
個しに今五十三十 四十種ねつ六認ツしれに経多ががま令は 数阻て発ら的な°と部病児予；白 1
人ま対春年四十五 年三該ば保ケめのててよ路くああすを一 の月し、生始にも重ん位でマ 倍0
宛すしの六年日年 六年当な護月る出はおるはのりりが長｛ 発にましまは 0)症どや此ヒ阻方
配°六未月七の七 月阻者り者かよ現‘り経赤場ま病成ず二 生至す島っ夏も終が程のは

注
炎

布、月接三月間月 三月 まはらうに注ま路痢合す症年るオ がる゜そてにあ生肢度病ウヽ ' 

致 末種十一の一 十一 せ 1．レ満によ射す感や一°も者にが 見非然の七発り病体は気ィ -‘ 
し 頃者日

比
日出日 日日 んの三なつ＾ °染疫週 六で従最 ら流し後‘生ま症不千に 1舟「背3

ま 予 間か生か のか °注オりてソ が痢間 日もつも れ行十漸八がすを自差かル
す 防 のら者ら 間ら ＇射迄ま大 1 相の二 度発て多 て期二次月多°離由万上スに髄I
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